
令和 4 年度 2 次補正予算において「建築 BIM 加速化事業」が新たに創設され、国として建築 BIM の社会

実装のさらなる加速化を推進しているところです。 

本講習では、国の動向や BIM 普及に係る取り組み、経営者の立場からみた BIM 導入のメリット、実際に BIM 

を導入して活用しておられる設計者の方々から、BIM の導入方法・人材育成・活用事例・データ連携、参考情報

等についてお話しいたします。 

（住所： 高知県高知市本町 4-2-15 高知県建設会館） 

時   間 内   容 

13：30～14：25 

（53 分） 

・建築 BIM の意義と取組状況について 

国土交通省 住宅局建築指導課 課長補佐 松本 朋之 

・BIM の現在、これからどう動く？ 

日事連・BIM と情報環境ワーキンググループ 主査 佐野 吉彦 

・導入方法、人材育成、活用事例、データ連携等 

事例 1：畝啓建築事務所（株）代表取締役 畝 啓 

休憩 

14：35～15：30 

（54 分） 

・導入方法、人材育成、活用事例、データ連携等 

事例 2：（有）原忠 代表取締役 原口 広 

事例 3：（株）浦建築研究所 統括設計グループ第一室 主任 巻 駿之介 

事例 4：（株）石井設計 代表取締役 石井 繁紀 

休憩 

15：40～16：45 

（63 分） 

・導入方法、人材育成、活用事例、データ連携等 

事例 5：（株）関・空間設計 設計監理部 小林 誠、David Coyle   

事例 6：AME 設計（株）代表取締役 奥西 章益 

・BIM 推進を円滑に進めるためのポイント 

日事連・BIM と情報環境ワーキンググループ 委員 吉田 哲 

アンケート記入 

※CPD 認定のためには、講義の最初から最後まで受講いただく必要がございますので、ご注意ください 

 

氏名  会社名  

電話番号  メールアドレス  

CPD 申請 □希望する（CPD 番号                       ）   □希望しない 


